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(57)【要約】
　針ヘッド（２）と、内管（３）と、外管（４）と、ケ
ーシング（１０）とを含み、針ヘッド（２）が内管（３
）の一端に設置され、内管（３）が外管（４）内に設置
され、外管（４）がケーシング（１０）に連結される内
視鏡用使い捨て遠隔注射針は、さらに送液押し棒（１１
）を含み、前記送液押し棒（１１）の一端がケーシング
（１０）内に伸入し、且つケーシング（１０）に摺動連
結され、ケーシング（１０）内に弾性部（８）が設けら
れ、弾性部（８）が送液押し棒（１１）に連結されるこ
とを特徴とする。本発明の内視鏡用使い捨て遠隔注射針
は、構造が巧妙で、ロックプラグとロックソケットはい
ずれも一体的に成形され、製造が簡単で、精度の信頼性
が高く、材質自身の弾性及び強度によって係止、解放が
実現される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　針ヘッド（２）と、内管（３）と、外管（４）と、ケーシング（１０）とを含み、針ヘ
ッド（２）が内管（３）の一端に設置され、内管（３）が外管（４）内に設置され、外管
（４）がケーシング（１０）に連結される内視鏡用使い捨て遠隔注射針において、
　さらに送液押し棒（１１）を含み、前記送液押し棒（１１）の一端がケーシング（１０
）内に伸入し、且つケーシング（１０）に摺動連結され、ケーシング（１０）内に弾性部
（８）が設けられ、弾性部（８）が送液押し棒（１１）に連結され、内管（３）のもう一
端が送液押し棒（１１）に連結され、ケーシング（１０）にロックソケット（１３）が設
けられ、送液押し棒（１１）に、ロックソケット（１３）と係止連結するロックプラグ（
１１２）が設けられることを特徴とする内視鏡用使い捨て遠隔注射針。
【請求項２】
　前記外管（４）が位置決めキャップ（６）を介してケーシング（１０）に連結され、位
置決めキャップ（６）の一端がケーシング（１０）内に設置され、位置決めキャップ（６
）のもう一端が、外管（４）の外に被設される保護スリーブ（５）と連結されることを特
徴とする請求項１に記載の内視鏡用使い捨て遠隔注射針。
【請求項３】
　前記内管（３）のもう一端が押し管（９）を介して送液押し棒（１１）に連結されるこ
とを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用使い捨て遠隔注射針。
【請求項４】
　前記針ヘッド（２）と内管（３）が一体構造であり、針ヘッド（２）と内管（３）は完
全なる１本のステンレス管であり、ステンレス管は内管（３）として、その端部が針ヘッ
ド（２）としての尖端であることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用使い捨て遠隔注
射針。
【請求項５】
　前記送液押し棒（１１）に突起するトリガー（１１１）が設けられ、前記ロックプラグ
（１１２）がトリガー（１１１）に設置され、ロックプラグ（１１２）に片方向係止ラッ
ク（１１３）が設けられることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用使い捨て遠隔注射
針。
【請求項６】
　前記送液押し棒（１１）に捩り防止部（１１０）が設けられ、捩り防止部（１１０）が
ケーシング（１０）に摺動連結されることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用使い捨
て遠隔注射針。
【請求項７】
　前記ロックソケット（１３）はスロット（１３０）、弓状弾性部（１３１）、板状弾性
部（１３２）、及びスロット保護ウィング（１３３）を含み、弓状弾性部（１３１）がス
ロット（１３０）の上方に位置し、板状弾性部（１３２）がスロット（１３０）の下方に
位置し、弓状弾性部（１３１）と板状弾性部（１３２）とは両側に設置されているスロッ
ト保護ウィング（１３３）によって連結され、板状弾性部（１３２）に係止フック（１３
４）が設けられ、板状弾性部（１３２）の両側が隙間溝であることを特徴とする請求項１
に記載の内視鏡用使い捨て遠隔注射針。
【請求項８】
　前記弓状弾性部（１３１）に解放ボタン（１３５）が設けられることを特徴とする請求
項７に記載の内視鏡用使い捨て遠隔注射針。
【請求項９】
　前記外管（４）の末端に先端キャップ（１）が設けられ、先端キャップ（１）と外管（
４）が一体構造であり、または先端キャップ（１）と外管（４）が別体構造であることを
特徴とする請求項１に記載の内視鏡用使い捨て遠隔注射針。
【請求項１０】
　前記送液押し棒（１１）の末端に、注射器コネクタ（１２）が設けられることを特徴と
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する請求項１～９のいずれか１項に記載の内視鏡用使い捨て遠隔注射針。
【請求項１１】
　前記内視鏡用使い捨て遠隔注射針は、さらにスプリング管（１５）を含み、スプリング
管（１５）が外管（４）の内側に設置されることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用
使い捨て遠隔注射針。
【請求項１２】
　前記内視鏡用使い捨て遠隔注射針は、さらに針ヘッドスプリング（１４）を含み、針ヘ
ッドスプリング（１４）が内管（３）の遠端に設置され、針ヘッド（２）に被設されるこ
とを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用使い捨て遠隔注射針。
【請求項１３】
　前記内視鏡用使い捨て遠隔注射針は、さらに針ヘッドスプリング（１４）を含み、針ヘ
ッドスプリング（１４）が先端キャップ（１）に設置されることを特徴とする請求項９に
記載の内視鏡用使い捨て遠隔注射針。
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医療機器技術分野に係り、特に内視鏡用使い捨て遠隔注射針に係る。その応
用分野は、１、急性食道静脈瘤様腫脹出血、２、手術前に摘出すべくポリープまたは初期
癌部分の標記及び標記後に短期間内の再検査、３、ポリープまたは初期癌摘出手術後の出
血、４、潰瘍内血管の破損出血、５、乳頭筋切開手術後の出血、６、へん平なポリープま
たは初期癌の摘出前にその基部に対して注射を行い、ポリープを切除しやすいように突起
させるなどの応用分野が挙げられる。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡はライトを備えるパイプであり、口腔を経て胃の内部に挿入することができ、ま
たはその他の自然孔路を経て体内に挿入することができる。内視鏡を利用すると、Ｘ線で
は示されない病変を発見することができるため、医者にとって非常に役が立つものである
。例えば、内視鏡を利用すれば、医者は消化管内の潰瘍や腫瘍を観察することができ、そ
れによって最良な治療策を作成することができる。
【０００３】
　従来の多くの内視鏡用注射針は普通、内視鏡の通路内に挿入できる細長い挿入部、及び
該挿入部に連結する基部の操作部を有し、挿入部は二重管を含み、該二重管は外管、及び
進退自在に該外管内に挿入される内管を有する。上述の操作部は、上述の外管を進退させ
る操作を行い、内管の先端に中空の針ヘッドが取り付けられる。
【０００４】
　従来の注射針は普通、単純な注射機能しか備えていないため、使用時に、全ての送針及
び退針の操作を手動で行わなければならず、且つ終始して操作者の手動制御から離れるこ
とができず、手間がかかり、手術に不便をもたらしてしまう。
【０００５】
　また、従来の内視鏡用注射針において、スリーブから突き出る針ヘッドの長さは、手術
前でしか確定することができず、確定すると、手術中に変更することができず、異なる疾
患部に適用することが難しく、疾患部の具合によって、針ヘッドの挿入深度を調整するこ
とができない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明が解決しようとする技術問題は内視鏡用使い捨て遠隔注射針を提供することであ
り、該内視鏡用使い捨て遠隔注射針は、片手で操作でき、自動的にロックでき、針ヘッド
の伸縮深度を調整・決定できるなどの機能を有している。
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【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の技術的解決手段は以下の通りである。
【０００８】
　内視鏡用使い捨て遠隔注射針は、針ヘッド２と、内管３と、外管４と、ケーシング１０
とを含み、針ヘッド２が内管３の一端に設置され、内管３が外管４内に設置され、外管４
がケーシング１０に連結され、さらに送液押し棒１１を含み、前記送液押し棒１１の一端
がケーシング１０内に伸入し、且つケーシング１０に摺動連結され、ケーシング１０内に
弾性部８が設けられ、弾性部８が送液押し棒１１に連結され、内管３のもう一端が送液押
し棒１１に連結され、ケーシング１０にロックソケット１３が設けられ、送液押し棒１１
に、ロックソケット１３と係止連結するロックプラグ１１２が設けられる。
【０００９】
　前記外管４が位置決めキャップ６を介してケーシング１０に連結され、位置決めキャッ
プ６の一端がケーシング１０内に設置され、位置決めキャップ６のもう一端が、外管４の
外に被設される保護スリーブ５と連結される。
【００１０】
　前記内管３のもう一端が押し管９を介して送液押し棒１１に連結される。
【００１１】
　針ヘッド２と内管３が一体構造であり、針ヘッド２と内管３は完全なる１本のステンレ
ス管であり、ステンレス管は内管３として、その端部が針ヘッド２としての尖端である。
【００１２】
　前記送液押し棒１１に突起するトリガー１１１が設けられ、前記ロックプラグ１１２が
トリガー１１１に設置され、ロックプラグ１１２に片方向係止ラック１１３が設けられる
。
【００１３】
　前記送液押し棒１１に捩り防止部１１０が設けられ、捩り防止部１１０がケーシング１
０に摺動連結される。
【００１４】
　前記ロックソケット１３はスロット１３０、弓状弾性部１３１、板状弾性部１３２、及
びスロット保護ウィング１３３を含み、弓状弾性部１３１がスロット１３０の上方に位置
し、板状弾性部１３２がスロット１３０の下方に位置し、弓状弾性部１３１と板状弾性部
１３２とは両側に設置されているスロット保護ウィング１３３によって連結され、板状弾
性部１３２に係止フック１３４が設けられ、板状弾性部１３２の両側が隙間溝である。
【００１５】
　前記弓状弾性部１３１に解放ボタン１３５が設けられる。
【００１６】
　前記外管４の末端に先端キャップ１が設けられ、先端キャップ１と外管４が一体構造で
あり、または先端キャップ１と外管４が別体構造である。
【００１７】
　さらに、前記外管４の末端は閉鎖構造であっても構わず、その末端に針ヘッドを進出さ
せる孔が開設される。
【００１８】
　前記送液押し棒１１の末端に、注射器コネクタ１２が設けられる。
【００１９】
　前記内視鏡用使い捨て遠隔注射針は、さらにスプリング管１５を含み、スプリング管１
５が外管４の内側に設置される。
【００２０】
　前記内視鏡用使い捨て遠隔注射針は、さらに針ヘッドスプリング１４を含み、針ヘッド
スプリング１４が内管３の遠端に設置され、針ヘッド２に被設される。
【００２１】



(5) JP 2014-509232 A 2014.4.17

10

20

30

40

50

　前記内視鏡用使い捨て遠隔注射針は、さらに針ヘッドスプリング１４を含み、針ヘッド
スプリング１４が先端キャップ１に設置される。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明の内視鏡用使い捨て遠隔注射針の有益な効果は以下の通りである。
【００２３】
　１、本発明の内視鏡用使い捨て遠隔注射針は、構造が巧妙で、ロックプラグとロックソ
ケットはいずれも一体的に成形され、製造が簡単で、精度の信頼性が高く、材質自身の弾
性及び強度によって係止、解放が実現される。
【００２４】
　２、本発明の内視鏡用使い捨て遠隔注射針は、操作が便利で、片手で操作でき、操作者
はケーシングを把持し、親指または人差し指でトリガーを押下すれば、ロックプラグがロ
ックソケットに挿入され、且つ係止フックと係止ラックとの係合によって自動的にロック
して位置決めされ、片手で解放ボタンを押下すれば、弾性部の作用によって針ヘッドが自
動的に回収され、手動で回収する必要がないため、従来の注射針は両手で操作する必要が
あり、または片手で操作すると複雑で不便である欠点を克服した。
【００２５】
　３、従来の小さいハンドルと違って、よりエルゴノミックス的で、把持しやすく、且つ
力を加える場所に滑り止めを設置することで、手触りがよく、滑りを防止し、操作が便利
になり、たとえ手袋を着用しても操作に影響を及ぼさない。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の断面構造説明図である。
【図２】本発明の全体外形構造説明図である。
【図３】本発明の立体分解構造説明図である。
【図４】本発明の針が突き出る前の構造説明図である。
【図５】本発明の針が突き出た後の構造説明図である。
【図６】本発明の針ヘッドスプリング管が取り付けられている構造説明図である。
【図７】本発明の針ヘッドスプリングが取り付けられている構造説明図その１である。
【図８】本発明の針ヘッドスプリングが取り付けられている構造説明図その２である。
【図９】本発明の先端キャップと外管が一体構造の時の構造説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下では図面に合わせて本発明についてさらに説明する。
【００２８】
　図１～５に示すように、内視鏡用使い捨て遠隔注射針は、針ヘッド２と、内管３と、外
管４と、ケーシング１０とを含み、針ヘッド２が内管３の一端に設置され、内管３が外管
４内に設置され、外管４がケーシング１０に連結され、さらに送液押し棒１１を含み、前
記送液押し棒１１の一端がケーシング１０内に伸入し、且つケーシング１０に摺動連結さ
れ、ケーシング１０内に弾性部８が設けられ、弾性部８が送液押し棒１１に連結され、内
管３のもう一端が送液押し棒１１に連結され、ケーシング１０にロックソケット１３が設
けられ、送液押し棒１１に、ロックソケット１３と係止連結するロックプラグ１１２が設
けられる。
【００２９】
　外管４が位置決めキャップ６を介してケーシング１０に連結され、位置決めキャップ６
の一端がケーシング１０内に設置され、位置決めキャップ６のもう一端が、外管４の外に
被設される保護スリーブ５と連結される。
【００３０】
　内管３のもう一端が押し管９を介して送液押し棒１１に連結される。押し管９は硬質材
料で構成され、送液押し棒１１によってかけられた押圧力が柔らかい内管３を介して前に
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伝達しにくい問題を解決した。
【００３１】
　また、上述の押し管９構造を採用せず、針ヘッド２と内管３が一体的な構造を採用して
も構わず、即ち、針ヘッド２と内管３は完全なる１本のステンレス管であり、ステンレス
管は内管３として、その端部が針ヘッド２としての尖端である。完全なる１本のステンレ
ス管で内管と針ヘッドを構成したほうがよりよく押圧力を伝達できる。
【００３２】
　弾性部８がスプリングであり、弾性部８とケーシング１０の間に支持管７を設けても構
わない。
【００３３】
　送液押し棒１１に突起するトリガー１１１が設けられ、前記ロックプラグ１１２がトリ
ガー１１１に設置され、ロックプラグ１１２に片方向係止ラック１１３が設けられる。
【００３４】
　送液押し棒１１に捩り防止部１１０が設けられ、捩り防止部１１０がケーシング１０に
摺動連結される。
【００３５】
　送液押し棒１１がケーシング１０に対して径方向に摺動することを防止し、送液押し棒
１１がケーシング１０に対して軸方向の移動しか発生しないことを保証するために、捩り
防止部１１０は非円形であり、四角形または多辺形であってもよく、摺動溝及びガイドレ
ールを含むことも可能である。
【００３６】
　ロックソケット１３はスロット１３０、弓状弾性部１３１、板状弾性部１３２、及びス
ロット保護ウィング１３３を含み、弓状弾性部１３１がスロット１３０の上方に位置し、
板状弾性部１３２がスロット１３０の下方に位置し、弓状弾性部１３１と板状弾性部１３
２とは両側に設置されているスロット保護ウィング１３３によって連結され、板状弾性部
１３２に係止フック１３４が設けられ、板状弾性部１３２の両側が隙間溝である。
【００３７】
　スロット１３０はロックプラグ１１２を挿入・離脱させるために設けられ、弓状弾性部
１３１、板状弾性部１３２、及びスロット保護ウィング１３３からなる半開放空間がスロ
ット１３０を構成し、弓状弾性部１３１、板状弾性部１３２、及びスロット保護ウィング
１３３がケーシング１０と一体的に構成される。板状弾性部１３２と板状弾性部１３２が
押圧された後に変形しやすいように、板状弾性部１３２の両側が隙間溝である。ロックプ
ラグ１１２をロックソケット１３に挿入した後、片方向係止ラック１１３が係止フック１
３４と係止し、片方向係止ラック１１３に複数の片方向係止歯が設けられているため、送
液押し棒１１の伸入深度の調整・決定を実現し、さらに突き出る針ヘッドの長さを制御で
きる。操作者が指で弓状弾性部１３１を押下した後、弓状弾性部１３１がスロット保護ウ
ィング１３３を介して板状弾性部１３２に圧力をかけ、板状弾性部１３２における係止フ
ック１３４が片方向係止ラック１１３と離脱し、弾性部８の作用によって、送液押し棒１
１が元の位置に復帰し、針ヘッドも内管内に戻る。
【００３８】
　弓状弾性部１３１に解放ボタン１３５が設けられる。解放ボタン１３５が凹状構造であ
るため、指で押圧しやすく、且つ滑り止めの効果を有している。
【００３９】
　外管４の末端に先端キャップ１が設けられ、先端キャップ１と外管４が一体構造であり
、または先端キャップ１と外管４が別体構造である。
【００４０】
　図９に示すように、外管４の末端は閉鎖構造であっても構わず、その末端に針ヘッドを
進出させる孔が開設される。
【００４１】
　送液押し棒１１の末端に、注射器コネクタ１２が設けられる。注射器コネクタ１２がル
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アーコネクタである。
【００４２】
　本発明の内視鏡用使い捨て遠隔注射針は、さらにスプリング管１５を含み、スプリング
管１５が外管４の内側に設置される。
【００４３】
　本発明の内視鏡用使い捨て遠隔注射針は、さらに針ヘッドスプリング１４を含み、針ヘ
ッドスプリング１４が内管３の遠端に設置され、針ヘッド２に被設される。
【００４４】
　本発明の内視鏡用使い捨て遠隔注射針は、さらに針ヘッドスプリング１４を含み、針ヘ
ッドスプリング１４が先端キャップ１に設置される。
【００４５】
　本発明の針ヘッドスプリング１５の効果は以下の通りである。
（１）消化管は屈折して複雑であり、遠隔注射針の遠端は消化管内において湾曲しており
、針ヘッドが突き出る時、外管を突き破り、患者を傷付けることがある。針ヘッドをスプ
リング内に収容すれば、該状況を回避することができる。
（２）針ヘッドスプリングは軸方向の湾曲に柔軟性があり、製品が屈折する消化管内にお
いて前進することに有利である。
【００４６】
　本発明の針ヘッドスプリング１４の効果は以下の通りである。
（１）消化管は屈折して複雑であり、遠隔注射針の遠端は消化管内において湾曲しており
、針ヘッドが突き出る時、外管を突き破り、患者を傷付けることがある。針ヘッドをスプ
リング内に収容すれば、該状況を回避することができる。
（２）製品は丸めてパッケージ内に収納されており、自然状態または輸送実験中において
、針ヘッドが外管から少し出て、パッケージを突き破る可能性があるため、製品の無菌状
態を破壊し、または針ヘッドを損傷させ、突き刺しの性能を低下させてしまう。スプリン
グは針ヘッドをガードすることができ、ハンドルに人力を加えない限り、針ヘッドが突き
出ることはない。
（３）針ヘッドスプリングは軸方向の湾曲に柔軟性があり、製品が屈折する消化管内にお
いて前進することに有利である。
【００４７】
　本発明の内視鏡用使い捨て遠隔注射針の使用方法は以下の通りである。
１、注射針を内視鏡に合わせて使用し、注射前に、注射液が充満している１つの注射器を
送液ジョイントに繋ぎ、注射液を注入して送液管内の空気を排出し、且つ送液管路を洗浄
する。
２、注射針を内視鏡の作業管路内に挿入し、内視鏡の監視によって、内視鏡のチャンネル
孔を介して注射針を人体の開口部に緩慢に挿入し、注射針の外管部分が内視鏡のチャンネ
ルの遠端から露出することを保証しなければならない。
３、内視鏡を最適位置に調整し、注射針を正確な注射部位に到達させる。
４、注射針の針ヘッドが外管から突き出るようにハンドルを操作し、要求に従って注射を
行う。
５、注射完了後、注射針の針ヘッドを外管に戻し、且つ注射針を内視鏡の作業管路から抜
き出す。
【００４８】
　前記実施例は本発明の好ましい実施方式に対する説明に過ぎず、本発明の構想と範囲を
限定するためのものではなく、本発明の設計構想から逸脱しないことを前提に、当業者が
本発明の技術的解決手段に対して行った様々な変形や改良は、皆本発明の保護範囲に属し
、本発明が請求する保護内容は全て請求の範囲に記載されている。
【符号の説明】
【００４９】
　図面において、１は先端キャップで、２は針ヘッドで、３は内管で、４は外管で、５は
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保護スリーブで、６は位置決めキャップで、７は支持管で、８は弾性部で、９は押し管で
、１０はケーシングで、１１は送液押し棒で、１１０は捩り防止部で、１１１はトリガー
で、１１２はロックプラグで、１１３は片方向係止ラックで、１２は注射器コネクタで、
１３はロックソケットで、１３０はスロットで、１３１は弓状弾性部で、１３２は板状弾
性部で、１３３はスロット保護ウィングで、１３４は係止フックで、１３５は解放ボタン
で、１４は針ヘッドスプリングで、１５はスプリング管である。
 

【図１】 【図２】
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